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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 要　　 　旨

　 本稿では、わが国博物館の参考に供することを目的に、展示を通 して効果的な環境教育 ・学習の場を提供

している米国博物館の事例を紹介する。博物館が来館者にとって効果的な学びの場 となるために、その展示

方法にどのような工夫がなされているかを5つ の館の具体例を通 して考察 した。

　 この点に関してとりわけ重要なことは、博物館が与えたい情報ではな く、観客が 自ら楽しい経験を通 して

学ぶことができる展示空間の創出に力点が置かれていることである。また、米国の博物館において、 このよ

うな展示を可能にしている条件にも言及 した。それぞれの博物館 においては、詳細に検討された “ミッショ

ン”をもとに、各展示が “メッセージ”を持っていること、その展示制作にあたっては、キュレーター、研

究者、エデ ュケーター、デザイナーなどのスタッフがお互いの役割 を尊重 し合い、協力し合って作 り上げ ら

れていることが事例を通して確認された。

　さ らに、来館者の反応を確かめる展示の評価を通 して、不断の展示改善の努力がなされていることを強調

した。
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　　　　　　　　　　 は じめ に

　筆者は、米国ワシン トン州立エバーグリーン大学を拠

点とし、文献および米国博物館の具体的事例の調査を通

じて博物館展示が環境に関する効果的な学びの場として

どのようにデザインされ うるかを研究 した。その成果は、

2005年6月 に同大学の学位を取得 した修士論文にまとめ

た。本稿では、 この過程で収集した米国博物館の具体的

事例を紹介する。それは、博物館を有効な環境教育 ・学

習の場としようとする日本の博物館の取 り組みにも有益

な示唆を与えるように思われるか らである。

　ただし、 ここに言う 「日本の博物館」 のモデルは、兵

庫県立 「人と自然の博物館」である。 この研究を進める

ことができたのは、同博物館か ら頂いた多大な援助に負

うところが大きい。そのために、調査対象としては、目

的や展示内容などにおいて同博物館 と共通性をもつ博物

館を選んでいる。博物館を取 り巻 く社会的背景が異なる

ため、 日本の博物館が これらの展示の具体例に直接倣う

ことはできない。 しかし、 とくにそれ らの製作過程や、

その過程 における職員の役割分担のあり方、その背後に

ある基本的な考え方などは、同博物館や類似の博物館の

展示のリニューアルを行う際の多少の参考になるのでは

ないか と考える。

　事例調査の報告で米国博物館の効果的展示の具体例を

述べたのち、それ らを支える最も特徴的な一般的原則を

まとめてみた。それが 日本の博物館において効果的展示

を開発する際のヒントとなれば と願う。

　　　　　　　　　　 事例 調 査

　事例調査では、「人と自然の博物館」と共通点を持つ多

くの博物館 を訪ねた。教育心理学などに基づいた効果的

な学習 とそれを展示に反映 していく目安を表1の ように

まとめ、この内容を基準 として観察 と聞き取 りを行った。

質問項 目は付録4に 掲げた通 りである。 （Kitabayashi，

2005）。本稿では、アラスカ大学博物館 （University　of
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Alaska　 Museum　 of　the　 North） 、 モ ン トレー水 族館

（Monterey　 Bay　 Aquarium） 、 カル フ ォルニ ア ・アカ

デ ミー ・サ イエ ンス （California　Academy　 of　Science） 、

ボス トン科学博物館 （Museum　 of　Science） 、 フィール ド

ミュー ジアム （The　Field　Museum） の 事例 について述

べ る。 それぞれ の博物館 の詳細な マネー ジメン ト体制等

については ここでは述べ ない （付記 中 に示 した各博物館

のウェブペー ジを参照 の こと）。 また、聞 き取 りを行 った

各博物 館の活動理 念 を表 した ミッシ ョン ・ス テー トメン

ト （mission　 statement） に つ いて は付録 に記 した。各

博物館 にお ける聞き取 り対 象者、お よび聞 き取 り期 日に

つ いては付記 の欄 に示 した。

1） アラスカ大 学博物館

　 アラスカ大学 博物館 は、 ア ラス カ大 学 フェアバ ンクス

キ ャンパ ス内 にある。1926年 以 降に収集 され た水生生物、

植物、 ほ乳類、鳥類、そ して地球科 学 に関連す る253，300

の 標 本 と、文化 史 にかかわ る762，000の コ レクシ ョン （そ

の うち、750，000は 考 古学 コレクシ ョン）を所蔵 して いる。

自然誌 にかかわ る昆虫学、魚 類 ・水 生生物、 ほ乳類 学、

鳥類学、 ア ラス カ凍結組織 コ レクシ ョン、植物標本 な ど

の部 門の他 に、 ア ラス カネ イ テ ィブ遺 産 フィル ムセ ン

ター、航行 学、文化 人類学、 美術、歴史 な どの18部 門 が

存在 す る （University　 of　Alaska　 Museum　 of　the

North，2004b）o

　 アラスカ大学博 物館は、学 生 に対 してア ラス カの生物

学的、文化 的な理解 を深 めるため の場所 を提供 して いる

とともに、そ のコ レク シ ョンは住民 に とって誇 るべき も

ので、次 の世代 に伝 え る遺産 の宝庫 となって いる。 子供

たち に とって もハ ンズ ・オ ン ・コレクシ ョンに接す るこ

表1　 効果的な学習とそれに対応した展示の目安



とのできるお気に入 りの場所 となっている （Dickey＆

Corizzo，1996；University　 of　Alaska　 Museum　 of　the

North，2004a）o

　ミッシ ョン ・ステー トメントは、①アラスカと北極周

辺の自然、美術、文化遺産の収集 ・保存 ・調査 ・説明を

行う　②教育、研究、展示を通じて、州 ・国家 ・国際科

学プログラムに貢献する　③植物学、地質学、動物学、

文化的コレクションを発展させて利用する　④ これらの

コレクションは地域に特有の過去・現在の問題を理解 し、

将来の課題に挑戦す る基盤 を形づ くる、と述べている

（University　 of　Alaska　 Museum　 of　the　North，

2005）o

　アラスカ大学博物館と 「人と自然の博物館」はどち ら

も大学 と関連 した博物館であ り、自然 と人間の関係を

テーマにしているという共通点をもつ。しか し、「人」と

「自然」についての考え方については、相違が見 られる。

アラスカ大学博物館では、「自然」と 「科学」、「文化」が

注 目されてお り、植物学、海洋学などの専門の研究者の

他に人文系 （cultural）を専門とする研究者がいる。コ

レクションについても、文化的な価値のあるモノ、ある

いはビデオな どを用い、文化の継承を目的としている。

文化面に重点を置く　「人」 と 「自然」のかかわりは、多

くの来館者を惹きつけ、立ち止まらせる “フック”の役

割を演 じている。

　聞き取 り調査 にお いて、展示デザ イナーのWanda

Chinは 、 「自然」によるデザインと 「人間」 によるデザ

インの両方を提供したいと述べていた。例えば、アザラ

シとホッキ ョクグマの毛がどう違 うのかをハンズ ・オン

の展示によって体験させるとともに、彼らの生態につい

ての情報を提供 している。 これによって、来館者は生態

の違いが異なった毛を作 り出した という進化についても

考えることになる。また、展示には、それ らの動物の毛

だけではな く、ネイティブアメリカンの人々がそれらの

毛を用いて作ったコー トや小物も含まれてお り、 「人間」

もそれらの 「自然」のモノを利用 し、生活してきたとい

う結びつきを感 じさせる。同様に動物の毛皮などを材料

に用いた靴、ゴーグル、コー トな どの展示は、現在でも

我々が使用す るモノとしてフックの役割 を果たしてい

る。観客は、それらのモ ノはすべて、そこに住む動物を

利用 した ものであるという事実 に驚きを覚えるであろ

う。 この展示は、「人」と 「自然」との結びつきをモノに

よって巧みに表現 しているといえよう。（写真1）

　さまざまな種類のほ乳類の頭骨も展示され、 これらも

「自然」の作 り出したデザインだ ということに力点が置

かれている。そのような違いがなぜ見 られるのかが 「科

学」的に 「説明」 されており、観客は実物の詳細を目の

当たりにできる。 これは効果的な学習を促す うえで有効

な手段 となる。剥製の展示によって、観客はさまざまな

動物を知ることができるが、頭骨の展示は異なった側面

か らそれ らの種を説明している。（写真2）

　また、アラスカのいろいろな地域で作 られた籠が展示

されているコーナー もある。異なったデザイ ンの籠 を

「人」がどのように使っているかを紹介するとともに、

それ らの原料である植物の情報も提供されている。その

植物を用いた籠がある地域 （植物が生育する地域） にし

か存在 しないことなどを知ることにより、「人」がどのよ

うに 「自然」（植物）とかかわ り合ってきたかを示すモノ

として機能している。（写真3）

　大学博物館として、研究発表の場としての展示 も存在

する。 しかし、その内容をどのように一般の観客に伝え

るか という面では、エデュケーターとデザイナーが大き

な役割を果たしている。例えば、地球温暖化に関す る展

示では、「科学者は温暖化についての研究をどのように進

めているか」、「何が明らかであり、何が明らかでないか」

などの研究成果が読みやすい表現で書かれている。また、

動物たちに対する温暖化の影響や、人々の生活 （車の利

用等）がどのように温暖化 とかかわっているかについて

も詳 しい説明がなされている。地球温暖化の問題に関し

てマスメディアで紹介される情報は混乱 してお り、人々

は 「どの情報が信頼できるものか」を、 日々学ばなけれ

ばな らない。この展示では、科学者の目か ら見た信頼性

のある内容がわかりやすい言葉で来館者に提供されてい

る。博物館が環境教育の場 として重要な役割を担 う可能

性があることを示唆している例だといえよう。

　また、科学の楽 しさを紹介す る展示もある。36，000年

前のバイソンのミイラの展示である。来館者は珍 しいモ

ノあるいは何 らかの価値があるというコレクションを目

当てに博物館を訪れることが多い。 しかし、それ らを一

見するだけで満足 してしまうことがある。このバイソン

のミイ ラは、Blue　Babeと 名付けられ、探偵スタイルの

手法をとることにより、学習を刺激する展示となってい

る。展示物 （ミイラ）の周りには情報が提供されている。

なぜ、「科学者はミイ ラが36，000年前のものだとわかった

のか」、 「その頃の気候はどうだったのか」、 「なぜバイソ

ンが死んだのか」などの質問形式で観客に訴えかけ、そ

れ らの解答を科学的な方法を紹介しながら示 していく。

質問で観客 の興味を引き出し、ラベルを読み進めること

を促 している。 この展示ではミイラについてだけではな

く、そのミイラについての科学的な発見、根拠について

述べ られている。すなわち、コレクション （展示された

モノ）を中心として、それにまつわるさまざまな情報を

与える展示になっている。 この展示は、科学者、エデュ

ケーター、デザイナーが協力し合い、約1年 かけて作 り

上げた という。 （写真4）

　このように、エデ ュケーターとデザイナーの役割は、

科学者の見たモノを観客に魅力的に、教育的に伝えるこ



とである。 これは米国の博物館で最 も重視されるように

なっている展示方法、つ まり、効果的学びの重要な条

件である来館者の展示への能動的かかわ りを促すため

に学者の言葉 を一般 の人々の言葉で解釈 ・説明 ・翻案

（interpretation）するinterpretive　exhibitの 一つの典

型例をなす。エデ ュケーターとデザイナーは、 このよう

な展示を可能にす る解釈 ・説明 ・翻案者 （interpreter）

と して、博物館 内部 で重要な役割 を与 え られて いる

（Wyzga，1995）o

　聞き取 り調査において、Deckey，　Tは 「研究者は面白

い情報を持っているが、その内容を多 くの場合、研究者

に対 して伝えたいという傾向がある。 しかし、博物館は

人々にサービスす る機関である。エデ ュケーター、デザ

イナー、研究者は根気よく話し合い、互いの意見 を博物

館のミッションに向かって統合させるべくコミュニケー

ションをとり続ける」と述べていた。博物館のミッショ

ンがスタッフのなかに浸透 しているからこそ、 このよう

に役割を認め合いなが ら協力的に展示制作を進めていけ

るのだと考えられる。

2） モントレー水族館

　モントレー水族館は、スタンフォー ド大学のホプキン

ス・マリン・ステーションの4人 の海洋学者がモントレー

湾に捧げる水族館 を提案 したことを発端として、地域の

住民たちが非営利組織 （NPO） を組織することによって

立ち上げ られた。一般への公開は街の歴史的建造物であ

る缶詰工場の跡地で1984年 に始まった。科学者たちが立

案者であったが、住民の参加によって設立されたことか

ら地域住民とモントレー湾の自然環境 に密接に結びつい

た水族館である （Monterey　Bay　Aquarium，2005） 。

　モントレー水族館は、開館当初か らモントレー湾につ

いての展示をしてきた （McKenzie（ed． ），2002）。この

水族館では、珍 しいモノの展示はなく、その地域の自然

を展示するという手法をとった。 この点は 「人と自然の

博物館」が兵庫の自然を展示しているということと共通

点がある。

　当初は訪れる来館者も少ない魅力のない水族館 と心配

されたが、実際には、開館以来、いくつもの展示に関す

る賞を獲得し、国内外で注 目される水族館となった。モ

ン トレー水族館では、水族館でよく見 られるイルカの

ショーなどは行っていない。ここでは種の生態 自体を展

示 している。それがイルカのショーなどなしでも来館者

を惹きつける理 由だと考えられる。 この水族館では、来

館者の観覧後の反応を仔細に調べる数多くの評価 を行っ

てお り、その結果 を新たな展示に反映させていることも

大盛況の一因である。

　その背景には、この水族館の経営努力がある。NPOに

よって、個人 ・財団 ・企業からの寄付や入場料、食堂 ・

売店の収益をもとに運営されていることか ら、多数の来

館者を惹きつける以外に存続の道はない。

　この水族館における展示は、生きたコレクションを写

真に変えても、博物館として通用すると思われる。生き

たコレクシ ョンは “フック”であ り、来館者の興味をひ

くが、個々のコレクションと並んで与えられるラベルの

情報は環境教育の目的を果たす に足 りる内容を提供して

いる。

　1990年 代半ば、科学者はすべての海洋が危険な状況に

立たされていることに気づいた。それまでの当館のミッ

ションは、研究や来館者の知識の向上に重点を置いてい

たが、その時点で 「海洋の保護 を喚起する」 ことに変え

られた。 この変化は、水族館が社会の状況を反映し、改

めて存在 意義 を明示 した ものといえる （Rambergs，

Rand， ＆Tomulon，2003） 。水族館は付属の研究施設を

所有 し、研究の内容は展示にも反映されている。しか し、

そのミッシ ョンによれば、社会的な働きの視点を環境教

育の目的に沿って提示することに館としての優先川頁位を

置いている。そ して、各スタッフが、ミッションにむけ

ての活動 を進めている。 この水族館内では、すべての展

示がメッセージ ーinterpretive　 exhibitiOnの 最も重要

な要素であ り、展示空間において来館者に何を伝えたい

かを示す 一を持っており、それぞれのメッセージはミッ

ションに結びついて、それを支えるべ くデザインされて

いる。聞き取 り調査 の中で、RambergsとTomulonis

は 「展示が、海洋の保護 についてできる ことは、喚起

（inspire）、能動的かかわ り （engage） 、具体 的関与

（empower） である」 と述べている。 この3つ の視点

は環境教育のステップであり、 どのステップに対応する

かによって展示方法も異なってくる。

　環境教育においては、なにを、どこで、どのように教

育するかといった議論がある。例えば、キャンプなどに

おける楽 しい体験を強調することが環境教育の基盤 にな

るという考え方がある一方では、自然の恐ろしさや危険

性を学ばせるべきだとする意見 もみ られる。あるいは悲

観的な内容をどのように伝えるかという問題も提起 され

ている。「人間の行動が 自然破壊を起 こしている」という

ような情報は事実であるか もしれないが、環境教育の目

的に即 して適切であるとは限らない。 レクリエーション

の場にとどまらず、その他の環境教育の場でも、悲観的

あるいは 「環境問題の根源は人間の行動」という見方は、

環境問題の解決に対 して効果的だとは言えない場合があ

る。環境 にかかわる運動をしている人々の過去の経験を

探る研究 によって、特に年少期の肯定的な自然 との結び

つきが大切であることが明 らかにされている （Chawla

1998，1999）。 このことか ら、モン トレー水族館では、

「環境問題の根源は人間の行動」（Sobel，1996） ではな

く、「環境問題の解決のかぎは人間が握っている」という



肯定的な経験をさせようと試みている。

　 この水族館では、観客に自然と人間との結びつきに気

づかせるために、人を含んだ写真や映像を展示するとい

う工夫 もして いる。 この場合にも、多 くは 自然 と人間

の否定的な関係ではな く、肯定的な関係 を表 している

ものが多い。ただ し、展示によっては、“喚起”や “か

かわ り”を目的としているものもあれば、“具体的関与

（empower） ”を目的 としているものもある。 “具体的

関与”を目的 としている場合には、観客 の怒 りや悲しみ

など感情に訴える問題提起によって効果的な展示となる

こともある。そのような場合には、人間が海洋動物に対

して悪影響を与えている写真も展示 している。

　 この水族 館 にお ける展 示 の例 をあげ て み よ う。

rJellies：Living　Arts（ クラゲ ：生きた芸術品）』 はク

ラゲの生態とともに、クラゲと他の生物の関係、人々が

クラゲやその他の海洋の生物に触発されて製作 したガラ

ス細工、絵画をも含めて展示 している。 ここでは、“喚

起”に重点をおき、観客のかかわ りを深めることを目的

としている。 この展示は、以前に企画展として公開され

た際の評価を反映させて発展させたものである。観客が

クラゲに対してはせる思いは、必ず しも科学的なものと

は限らず、 リラックスさせてくれる存在としても受け入

れ られていることか ら、アー トに結びつけた展示方法を

とっている。それに対 し、『Sharks：Myth　 and　Mystery

（サ メ ：神 話 と神 秘）』 は、人 とサ メ を結 びつ け る

（engage） 試みとして準備されている。ここでは、サ

メとかかわ りを持つオース トラリア、ハ ワイ、アフリカ、

アマゾンなど6つ の地域の人々の生活 を展示 している。

写真には、伝統的な生活習慣 におけるサメとのかかわ り

の他、サメの保護運動の方法など、人間を含めた写真、

生きたサメ、ダ ンスや音楽などが活用 されている。多く

の観客が共有する西洋文化 とサメとの結びつきとして

は、映画sharkや 、人間がサメを恐れる現状が紹介され

ている。これ らの内容は、観客に対 して “フック”の作

用を持ち、観客 とサメを結びつけるとともに、人と自然

の結びつきについて考える機会を与えることができる。

クラゲとサメの展示は、来館者の楽 しみを通 して彼らに

対する環境教育を行っていると考えられる。

　それに対して、『Vanishing　Wildlife：Saving　Tunas，

Turtles，　and　Sharks（ 消えゆ く野生動物）』では、人々

の生活が、どのようにマグロ、カメ、サメに影響を与え

ているかをショッキングな内容も含めて展示 している。

例えば、漁業における問題点や、サメなどを高価な食料

として捕獲する文化などが紹介されている。 これは、西

洋的な文化のもとでの価値観に左右されていないとは言

い切れないが、人間がそれらの生物を痛めつけていると

いう内容は、人間と自然の関係のネガティブな面を示し

ている。ここでは、どの種類のシーフー ドが 自然環境に

対して穏やかな影響を与える方法によって捕獲されてい

るかが展示されている。そ して、どのように環境に配慮

して毎 日の食事を選択するべきかという内容のカー ドを

持ち帰ることができる。また、米国においては、環境団

体の研究や保護活動などが盛んなこともあって、それ ら

の団体に対する支援方法の情報 も提供されている。 この

展示は、怒 りという感情を刺激することによって、人々

が生活の中で、海洋の環境保護 に具体的に関与すること

（empower） 　 を目的 としている。

　以上に述べたように、展示内容や、メッセージ、展示

方法には違いがみられる。 しかし、どの展示も博物館の

ミッションである海洋 の保護 に結びついたデザインと

なっている。展示の雰囲気やタイ トルはそれ らの展示を

端的に表 してお り、何を見るかは来館者の選択によって

いる。異なったスタイルの展示は異なる来館者にアピー

ルし、選択肢を与えている。 このように、水族館側は来

館者に対 して特定の学習を強制してはいないが、多様な

学習の機会を提供 している。

3） カ リフォルニア ・アカデ ミー ・サイエンス

　カ リフォルニア ・アカデミー ・サイエンスは、現在改

築中のために小さいスペースで展示を展開している。研

究博物館として、ミッションを 『explore　and　explain

the　natural　world（ 自然界を知る）』としている。 自然

科学の分野の研究者を多 く擁 しているが、この博物館で

も研究成果をどのように一般の人に伝えてい くかが課題

であった。近年、研究者と展示デザイナーが協力し合う

ことによって、研究者の顔が見える展示方法を模索 して

いる（California　Academy　 of　Science，2005）。（写真5）

　カ リフォルニア ・アカデミー ・サイエンスは、1853年

に西海岸最初の研究機関として設立された。8つ の科学

研究部門におけるコレクションは世界中の科学者たちに

利用されてお り、当館の研究者たちは、地球上のかけが

えのない動物、植物、鉱物、人類学の標本を発見、収集、

研究 している。 これらのコレクションは世界でも有数と

され、生物の多様性を比較研究するうえで有効な手段と

なっている。当館は研究機関として、訪れる科学者、教

育関係者、学生や両親、保護機関、メデ ィア、そ して一・

般の人々に対 して科学的知識や専門知識 を提供 してい

る。

　この博物館における展示や教育プログラムは、 これ ら

の研究成果に基づいて自然環境 に関するメッセージを伝

えている。

　 rAnts：Hidden　 World　 Revealed（ アリ ：隠された世

界を覗 く）』Hと いうタイ トルの展示では、6種 の生きた

ア リのコロニーを含め、アリの生態や形態、他の生物と

のかかわりなどが展示されている。（写真6、7） この展

示では、 この博物館の研究者が発見 したマダガスカルの



新種について とりあげ、マダガスカルにおける環境保護

を現地の人々の生活を含めて紹介 している。また、研究

者自身がビデオプログラムの中で、種の多様性を保護す

ることの大切さを述べている。さらに、ここでは、アリ

の世界を自分たち人間の生活に結びつける “フック”が

ちりばめ られている。例えば、多 くのアリの種は、社会

的構造を持ち、コロニーの中で自分の役割を果たしてい

る。 この内容を人間の社会に結びつけることによって、

来館者の興味を引くとともに、なぜ、その社会構造がア

リの種 としての生存に有効なのかを説明している。さら

に外来種のアリの展示とともに外来種の問題を扱ってい

る。外来種問題や生物多様性などは、環境問題 として取

り扱われることが多いが、問題が大きく、個人レベルで

の活動が限 られるためか、一般には具体性を欠く傾向が

ある。その意味では理解の難しい トピックであるが、実

際にモノ （アリ） に接することによって、観客が個人の

体験を通してそれらの問題にかかわることができる機会

を与 え て い る。外 来 種 で あ る ア ル ゼ ン チ ン ア リ

（Argentina　ants） の屋内への侵入を防ぐための情報

も提供されているが、そ こには殺虫剤の利用は避けるべ

きだとする内容 も含まれている。その理由として、サン

フランシスコ湾への殺虫剤の流入を避ける必要があるこ

とや、昆虫が耐性 をつけることが情報 として与えられて

いる。個人の行動であるアリ退治の忠告か ら、環境問題

が広 くつながっていることを観客に伝えている。 このよ

うに、観客は様々な方向か らアリの世界を発見できるが、

単にアリ博士になるだけではなく、広 く環境問題の理解

を深めることを促進する内容となっている。（写真8、9）

　別のコーナーでは、科学者がアリの分布を知るための

データ収集の大切 さが強調されている。アリの種の同定

について学べるハンズ ・オンの装置 も用意されてお り、

来館者が興味を持てば、 自分の住んでいる地域でのデー

タ収集に参加することも可能である。来館者は、ディス

カバールームで更に詳しい説明を受けた後、採集キッ ト

（ピンセット、試験管など）を受け取る。そ して、後 日、

それぞれの地域で採集したアリを博物館に送ることがで

きる。 このデータを用いてカリフォルニア州内のアリの

種の分布や、外来種の広がり具合が確認され、報告され

ている。

　 これらの採集技法を含めて、展示内容にはカリフォル

ニア州内のK一12（小学校1年 生か ら高校3年 生段階を対

象とした学習指導要領）に対応したプログラムも準備さ

れている。エデ ュケーターの協力によって、学校で学ぶ

内容を館内展示に反映させているのである。 この展示に

よりK－12に沿った教育プログラムを提供できることは、

博物館 と学校教育の連携を円滑に進めるうえで有効だと

考えられる。

　カリフォルニア ・アカデ ミー ・サイエンスでは、研究

者が展示の制作に関わっている。自分の研究成果を専門

誌ではなく来館者に公開する際には、研究者本人の価値

観がその展示に反映されることになる。前述のアリの展

示に関わった研究者 （Brian　Fisher） は、環境問題の解

決の一方法として、一般の観客 とのかかわ りを重視 して

いる。研究成果の展示に際 しては、さらに博物館の管理

運営 部 門 によ る理解 や支 援 も必 要で あ る と、Lisa

Hunnnellは 述べていた。研究者 としての成功の多 くは

専門の研究者によって認められる。 しかし、公共サービ

スの場 としての博物館では、研究者の展示に対 して管理

運営面からの協力体制を促進することも必要であろう。

4） フィール ドミュージアム　および （ボス トン）科学

　　博物館 における展示事例

　フィール ドミュージアム、および （ボス トン）科学博

物館の展示は、個々のコレクションを見る限 り 「人と自

然の博物館」と大同小異である。ここでは環境教育 とい

う観点から効果的な展示となっている例に的を絞って述

べる。

　シカゴにあるフィール ドミュージアムは、自然誌博物

館として100年 の歴史をもつ。多くのコレクションと広い

展示面積 を有する博物館である。また、数多 くの研究部

門を持つとともに、 コレクションや研究内容を一般の観

客に伝える教育 ・展示部門にも力が入れ られている。

（The　Field　Museum，2005）

　 （ボス トン）科学博物館は、1864年 に自然誌博物館 とし

て開館 し、第二次大戦後、科学博物館 と名前を変えた歴

史のある博物館である。ボス トンという土地柄もあり、

自然誌だけではなく、科学、テクノロジーといったサイ

エンス全体 を含む展示をお こなっている。（Museum　 of

Science，2005）

　 「人と自然の博物館」では、ほ乳類の動物の剥製がス

テー ジ上に展示 されて いる。 この展示 とフィール ド

ミュージアムの 『FOur　Seasons（ 四季）』展示を比較し

てみたい。“四季”の原型となる展示は1902年 に制作 され

たシカの剥製である （Schabes，（ed．），1998，2000）。4

つのガラスケース内で季節ごとに異なった様相を見せる

林の中にシカがたたずんでいる。植物の模型も精巧 につ

くられ、シカ以外の小動物 も林の環境内に展示されてい

る。ガラスケースの外には、その林の生態系や季節ごと

の変化などの情報がハンズ ・オンの装置も含めて配置さ

れている。例えば、質問形式のパネルでは、何種類の動

物がそのケースの中に存在 しているか という質問が一方

の面にあり、裏返すと答えと詳 しい説明が記されている。

　ここでは、この地域に生息 しているシカについての情

報だけではなく、そのシカを生態系の一部としてとらえ

た展示が見られる。 シカについての知識だけでなく、そ

れにまつわる環境についての知識は、観客の個人的な経



験と結びつ く機会 を増している。また、シカや 自然環境

に興味がない観客 に対しても、雪景色や夏の青々とした

林の景色は彼 らの生活環境や季節の移 り変わ りについて

考えさせる契機 となるかもしれない。あち らこちらに観

客の注意深い観察 を促すための工夫がされている。これ

らの仕掛けともいえる手法は、観客の自発的な行動や経

験 と結びついた学習を促すうえで効果的である。 （写真

10）

　 （ボス トン）科学博物館 には、コレクション自体 につい

ての展示がある。 これは、「人と自然の博物館」における

『ナチュラリス トの幻郷』 と類似 した発想によると思わ

れる。人はモノを集める習性があるという観点から、人

はなぜコレクションをするのかが展示 されている。例え

ば、人の台所にはフォークやナイフといったコレクショ

ンがある。科学者の行動も人の習性の一部として紹介さ

れるが、科学者はそれ らを分類し、何かを発見するため

に収集するのだと説明されている。例えば、地震の計測

計によるデータのコレクションは地震 を予測するためで

ある。また、岩石 を集め、並べ分類するのも科学者の仕

事である。

　ハンズ ・オンの活動として、さまざまな形の貝を分類

したり、コンピューターブースで異なる種の頭骨を並べ

て見比べるな どのプログラムが用意されている。つまり、

コレクシ ョンを分類するという科学者がおこなっている

行動を、観客 も試す ことができるのである。一・方、『ナチュ

ラリス トの幻郷』が研究者の専門性に注目し、いわば一

般の人か らの距離を感じさせるのに対 し、科学博物館で

は研究者の行動は観客の行動の延長線上にあることを強

調 している。 どちらの展示 も科学者の研究についてのコ

レクション展示であるが、その視点の違いは観客の興味

や能動的な活動に影響を与えることが予想される。

　　　　 米 国博 物館 にお け る展 示 の特 徴

　以上のような事例を踏まえた上で、米国博物館 におけ

る展示の特徴を簡単にまとめてお こう。

　米国博物館の展示に関する動向で最も注目される点は、

来館者が情報を受け取るだけではなく、自ら能動的にか

かわることができるような展示が追求 されていることで

ある。そのための手段として、直接モノとかかわること

ができるハンズ ・オン展示や、来館者の生活に直結する

内容の展示が活用 されている。そ して、そこでは、この

ように来館者 と展示を結びつけるために、博物館 におけ

る翻案 （interpretation） あるいは翻案者 （interpreter）

の役割が重視されている。 このような展示にとって不可

欠の要素は、その展示空間において来館者に何を伝えた

いかを示す “メッセージ”である （Beverly，1996）。

　 このメッセージを展示 として具体化するための企画段

階では、研究者、デザイナーの他に、エデュケーターが

かかわっている。それは、Roberts（1997） によれば、

「展示が研究者 の学術的な研究発表 の場でも、 レクリ

エーションの場でもなく、教育活動の場であることによ

り、教育的観点に基づいた内容や方法を必要とするため

である」。異なる役割を持つスタッフが協力し合い、お互

いの立場 を尊重 して作 られた展示空間が理想的 とされて

いる。

　メッセージを持った展示を来館者に結びつけるための

手段 としては、前述の通 りハ ンズ ・オン展示が活用 され

ている。ハンズ ・オン展示において触覚を重要視す るこ

とは物質的な結びつきの機会 となる。また、複数の異なっ

た感覚 （視覚、聴覚、触覚、嗅覚、味覚）を通 して経験

することは、脳内で過去の経験 と結びつける際に多くの

選択肢を得ることになる。 これは容易に思い出すための

契機 となるであろう。また、複数の感覚を通 した学習は、

今後の経験 に影響を与える記憶 として残ることが期待で

きる。例えば、読むという行動だけでは記憶に残る内容

は限 られているのに対し、触る、聞くなどの行動が伴う

と、その記憶内容は長続きする。したがって、さまざま

な感覚を活用させる機会を提供することは、効果的な学

習のための重要な要素である （Beck　and　Cable，1999）。

その活用の具体例は、事例調査の報告のなかであげたと

ころである。

　モノと結びついた観客個人の経験に着目した“フック”

の活用 も、学びを促す重要な手段となっている。個々の

コレクション （モノ）自体が持 っている属性は、観客に

とって共通な、いわば客観的に捉え られる情報 となる

（E［enniger，1980）。それ とは別 に、 これ らは観客を惹

きつけるための仕掛け （フック）である。最初に見た目

で観客を引き寄せ られるか否かは大切である。観客が展

示にとどまる時間が長いほど、学習も深まる可能性があ

る （Beverly，1998）。観客を展示に引き寄せることがで

きなければ、観客は素通 りしていくだけである。展示の

内容にフックが多 くあれば、多くの観客を引き寄せ るこ

とができるとともに、観客の学習も直線的なものではな

く、クモの巣のようにさまざまな方向に広がっていくで

あろう。その具体例も事例調査の報告のなかで示 した。

　さらに、展示 と観客の結びつけを促進する上で、 ラベ

ルに使われる言葉 も大切な要素になっている。専門的な

言葉ではなく、観客が一般に使 っている表現を使用する

ことが大切である。例えば、博物館展示のラベルには、

生態を説明する際にも擬人化 した表現が見 られる。 これ

には科学者の抵抗があるか もしれないが、Dickey（私信）

は 「博物館の展示が一般の人々に開かれている以上、研

究者による研究発表も観客に伝えることが目的であり、

専門用語 を用いるべきではない」と述べている。米国の

博物館においては、一般の観客 に通 じるラベル制作 をエ



デュケーターが担 当することが多い。

　最後 に、米国博物館においては、展示の “評価”が一

般化 しつつあることを強調しておきたい。観客が能動的

にかかわることができる展示をデザインするためには、

観客を知 らな くてはな らない。普段の生活環境や学校教

育において彼 らが得ている知識を知ることなしには、効

果的なフックを工夫することは難 しい。博物館側が与え

たい情報ではなく、観客が自ら楽 しい経験を通 じて学ぶ

ことのできる展示空間を用意することが必要である。何

を楽 しいと思 うか、あるいは興味をそそられるかを知る

ためには、博物館が館外の動向に関して十分な情報を得

るべ く努力するとともに、来館者の反応を含めた展示の

評価が効果的である。

　 1974年 の時点で、Screven（1974） は博物館教育の効

果の測定法について述べているが、米国においてはここ

20年 ほどの間に評価が盛んにな り、それを反映した展示

がデザインされるようになった。Loomis，　R．　J．（1987）は、

公共事業としての側面か ら評価の必要 を唱え、いくつか

の方法、手段をあげている。日本国内での博物館評価は

始まったばか りであり、今のところ、Loomisが あげた

公共事業としての側面か らの評価が主であるように見受

けられる （注）。また、評価を行 うスタッフの確保など、

課題は山積している村井 ら（2002）。博物館展示に関する

評価については、Judy　 Diamond（1999） が 目的ごとに

異なった評価方法を詳細に解説している。それぞれの博

物館や個々の展示についても、評価のマニュアルは存在

しない。米国内では、近年、各博物館は個 々に評価 を行っ

ているが、Randi　Korn＆Associate， 　lnc（2005） など

が外部者として評価を行 うこともある。その評価結果は、

インターネッ ト上で公開もされている。

　米国において も20年以上を要したことか ら、 日本国内

における評価制度の確立にはもう少 し時間がかかるかも

しれない。 しかし、三木 （2001，2002a，2002b）は、 「い

つも観客に接 している博物館職員が 日々の日常業務の中

で行 う観客の観察 を体系的にまとめるだけでも、将来の

展示に反映させることはもとより、補足的なラベルの

情報を探ることができる」と言 う。また、The　Brooklyn

Children／s　Museum（1989） が監修した ‘展示ラベル改善

のためのワークブック”（Doing　it　Right：Aworkbook

for　lmprOving　 Exhibit　Labels） は、経費を押さえ、既

存のスタッフで行った評価をもとに書かれている。展示

改善のための評価は、体系的な評価制度の確立を待たず

とも、個々の博物館の努力があれば、不可能ではないと

考えられる。

　　　　　　　　　　謝 　 　 　辞

　本稿のもととなった修士論文作成にあた り、多 くの

方 々 の ご 助 力 を い た だ き ま し た 。

　 こ こ に 改 め て 感 謝 の 気 持 ち を 表 し た い と 思 い ま す 。

　 2003年 に ワ シ ン ト ン 州 立 エ バ ー グ リ ー ン 大 学 の 学 部 生

と し て 、八 木 剛 先 生 の も と で 研 修 さ せ て い た だ い て 以 来 、

「人 と 自 然 の 博 物 館 」 に は い ろ い ろ な 面 で お 世 話 に な り

ま し た 。 と く に 、 中 瀬 勲 先 生 、 赤 澤 宏 樹 先 生 に は 、 研 究

の 方 向 性 に つ い て の 指 針 や 貴 重 な 示 唆 を い た だ き ま し

た 。

　 ま た 、 エ バ ー グ リ ー ン 大 学 のMs． 　Jean　 MacGregor、

Dr．　John　 Perkins両 先 生 か ら は 、指 導 教 授 と し て 終 始 き

め 細 か い ご 指 導 を い た だ き ま し た 。

　 事 例 収 集 の 際 に 、 聞 き 取 り に ご 協 力 い た だ い た 各 博 物

館 の 方 々 に も 、 心 か ら お 礼 を 申 し 上 げ ま す 。

　 「人 と 自 然 の 博 物 館 」か ら事 例 収 集 の た め の 助 成 金 を い

た だ き ま し た 。
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 付 　 　 　 録

付 録1．The　 mission　 statement　 of　University　 of　Alaska’s　 Museum　 of　the　 North

　　 ”to　acquire， 　conserve， 　investigate， 　and　 interpret　 specimens　 and　 collections　 relating　 to　the　 natural， 　artistic，

　　　and　 cultural　 heritage　 of　Alaska　 and　 the　 Circumpolar　 North． 　Through　 education， 　research， 　and　 public

　　　exhibits， 　the　 Museum　 serves　 the　 state， 　national， 　and　 international　 science　 programs． 　The　 Museum

　　　develops　 and　 uses　 botanical， 　geological， 　zoological， 　and　 cultural　 collections；these　 collections　 form　 the

　　　basis　 for　understanding　 past　 and　 present　 issues　 unique　 to　the　 North　 and　 meeting　 the　 challenges　 of　the

　　　future． ” （University　 of　Alaska　 Museum　 of　the　 North，2005）

付 録2．The　 missiOn　 statement　 of　Monterey　 Bay　 Aquarium

　　 ”to　inspire　 conservation　 of　the　 oceans： ’（Monterey　 Bay　 Aquarium，2005）

付 録3．The　 mission　 statement　 of　California　 Academy　 of　Science

　　 ”［T］oexplore　 and　 explain　 the　 natural　 world． ”There　 is　a　statement　 that　 says， ”The　 California　 Academy

　　　of　Sciences　 is　devoted　 to　the　 study， 　display， 　and　 interpretation　 of　scientific　 collections， 　which　 inspire

　　　people　 of　all　ages　 to　explore　 the　 rich　 variety　 of　life　on　 Earth” （California　 Academy　 of　Science，2005） ．

付 録4．QuestiOns　 for　 museum　 staff

1．Mission　 or　working　 philosophy：Does　 your　 exhibit　 department　 have　 a　written　 mission　 statement　 or

　　　statement　 of　philosophy　 or　ideal　 best　 practices‘ ？Does　 this　 reflect　 a　commitment　 to　environmental　 or

　　　conservation　 education‘ ？

2．Exhibit　 strategy：In　 the　 particular　 exhibit　 that　 I　choose　 for　 analysis， 　what　 do　 you　 think　 is　most

　　　distinctive　 or　most　 effective　 for　 conveying　 the　 exhibition　 s　main　 idea　 or　message？

3．Your　 evaluation　 of　the　 exhibit：Do　 you　 think　 the　 exhibition　 is　successful？If　 you　 had　 it　do　 over， 　would

　　　you　 modify　 it　in　any　 way， 　and　 if　so　 how？

4．Has　 there　 been　 any　 formal　 evaluation　 of　the　 effectiveness　 of　the　 exhibits）that　 I　am　 focusing　 on‘？

5．The　 exhibit　 development　 process：Iam　 interested　 in　the　 exhibit　 development　 process‐how　 long　 the

　　　design　 of　a　particular　 exhibition　 takes， 　and　 who　 is　involved． 　What　 are　 the　 different　 roles　 of　the

　　　museum　 staff　 members　 in　 the　 developing　 process　 for　 this　 exhibition？Do　 educators　 work

　　　collaboratively　 with　 exhibit　 designers？Do　 you　 experiment　 with　 alternative　 designs　 or　do　 you　 test

　　　 ”mock　 up”versions？

（注 ）例 え ば 、人 と 自 然 の 博 物 館 で は 、平 成14年 か ら 平 成18年 ま で の5年 間 に 達 成 す べ き 「学 習 プ ロ グ ラ ム 参 加 者 数 」、「来

　　　館 者 数 」な ど の 数 値 目標 を 定 め 、年 々 の 達 成 度 を 測 っ て い る が 、展 示 に 対 す る 反 応 の よ う な 展 示 改 善 に 直 接 か か わ

　　　 る よ う な 評 価 は 、少 な く と も シ ス テ マ チ ッ ク に は 行 な わ れ て い な い （「人 と 自 然 の 博 物 館 の 新 展 開 」、

　　　http：／／hitohaku．jp／top／management．html）o



写 真1　 University　 of　Alaska　 Museum　 of　the　 North，

　 　　 　 Fairbanks， 　AK

　 　　 　 異 な る 種類 の標 本 の コ レ クシ ョンが 、一 体 化 され た ス トー

　 　　 リー と とも に統 合 さ れ て い る。北 極 圏 の海 産 獣 類 につ いて の

　 　　 展 示 にお け るハ ンズ オ ン の コ レク シ ョ ンは 「自然 」と して、適

　 　　 応 によ っ て異 な る 毛 皮 と、それ らを用 い て、 「人 間」 （エ ス キ

　 　　 モー の 人 た ち）が そ れ らを用 い て作 り出 した、現 在 で も使 わ

　 　　 れ て い る 小物 が 展 示 され て い る。 （Arctic　Coast　 Gallery） 。

写 真2　 University　 of　Alaska　 Museum　 of　the　 North，

　　 　　 Fairbanks， 　AK

　　 　　 コ レク シ ョ ン と標 本 を用 い、視 覚 によ っ て 図解 し、文 字 に

　　 　 よる イ ン フ ォ メー シ ョン を説 明、 サ ポ ー トして い る。

　　 　　 系 統 分類 学 とDNAに つ い て のパ ネ ル は科 学 的 真 理 を 展示

　　 　 して い るが 、頭 骨 と毛 皮 の標 本 コ レク シ ョ ンが観 客 に公 開 さ

　　 　 れ て い る。

写 真3　 University　 of　Alaska　 Museum　 of　the　 North，

　 　　 　 Fairbanks， 　AK

　 　　 　 異 な る 種 類 の イ ン フ ォ メ ー シ ョ ン を結 び つ け る こ と に

　 　　 よ って 、ス トー リー が完 全 に語 られ る。バ ス ケ ッ トの 展 示。ア

　 　　 レ ウ ト族 のバ ス ケ ッ トは美 術 的 な 「モ ノ」で あ る がそ れ らの

　 　　 素材 （植 物）が ど こで み られ るか に つ いて 説 明 され て い る。バ

　 　　 ス ケ ッ トは 人 々が 日々 の生 活 で利 用 す る ことか ら、フ ック と

　 　　 な りうる。　 （Arctic　Coast　 Gallery） 。

写 真4　 University　 of　Alaska　 Museum　 of　the　 North，

　　 　　 Fairbanks， 　AK

　　 　　 バ イ ソ ン の展 示（Blue　babe－acase　 study） 。探 偵 ス タイ

　　 　 ル の 手 法 を用 いた 展示 。質 問形 式 とと も に科学 者 が 用 い た謎

　　 　 を解 き 明か す 手 段 の説 明 も含 まれ て い る。

　　 　　　 　　　 　　 　　　 　　　 　　 　　　 　（lnterior　Gallery）o

写真5　 California　 Academy　 of　Sciences， 　San　 Francisco， 　CA

　 　　 　 科 学 者 の現 場 で の顔 は 、研 究 内容 よ り、観客 には 親 しみや

　 　　 す い 。



写 真6　 CalifOrnia　 Academy　 of　Sciences， 　San　 Francisco， 　CA－

　　　　　　panel， 　California　 Academy　 of　Sciences， 　San

　　　　　　Francisco， 　CA

　　　　　　布 に印 刷 され た 写 真、説 明は 、学 術 的だ け で は な い雰 囲気

　　　　 を演 出 して い る。

写 真7　 California　 Academy　 of　Sciences， 　San　 Francisco， 　CA一

　　　　　 panel， 　California　 Academy　 of　Sciences， 　San

　　　　　 Francisco， 　CA

　　　　　 布 に 印刷 され た 写真 、説 明 は、学術 的 だ け で はな い雰 囲気

　　　　　 を演 出 して いる。

写 真8　 California　 Academy　 of　Sciences， 　San　 Francisco， 　CA

　　　　　 子 供 の 目線 で 、使 って み る こと を招 い て い る。

写 真9　 California　 Academy　 of　Sciences， 　San　 Francisco， 　CA

　　　　　拡 大 写 真 は違 う 目線 か らの 昆 虫 を紹 介 で き る。

写真10　 兵庫県立人と自然の博物館

　　　　コウノトリの剥製が、ポツンとショーケース内に配置され

　　　　ている。種が必要とする環境の中に、剥製が配置されてい

　　　　る方が観客には、メッセージが伝わりやすい。


